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など、〈㔝⏘業分㔝での日本౫Ꮡは㢧ⴭだった。しかし、1990年代ᚋ༙௨㝆、ୡ⏺情ໃのኚ化、アジア

ྛᅜの活発なᾏ外からの┤᥋ᢞ資、アジアᆅ場⏘業のᡂ㛗など、さまざまな要因により㈠᫆構造は大

きくኚ化した。この 1990 年代௨㝆のኚ化を一ゝでゝうと、アジア新⯆ㅖᅜ〈㔝⏘業のᅜ㝿➇தຊ向上

と、〈㔝⏘業分㔝での日本一ᴟ౫Ꮡ集中からアジア域内相౫Ꮡの㌿である。ただしᅜやရ目によ

って状ἣは異なる。 

 

��� ྛᆅᇦࡢᅜ㝿➇தຊ౫Ꮡᵓ㐀ኚ 
一⯡的にᚋ発ᅜでは、ᡂရ⏘業の発展が明確になってから、〈㔝⏘業分㔝の発展が㏣㝶する。ᡂ

ရ⏘業の発展ึᮇのẁ㝵では、〈㔝⏘業分㔝の㟂要は増えるが、現ᆅ調㐩は㞴しい。そのためᾏ外౫Ꮡ

はᙉまるഴ向にある。1990 年代ᚋ༙から 2000 年代の中ᅜがそれにあたる。さらにそれぞれのᅜで現ᆅ

生⏘ᣑ大や〇ရ高ᗘ化が㐍展すると、部ရ・⣲ᮦ分㔝での┤᥋ᢞ資増ຍや関連資本㈈㍺ධ増ຍ、ᆅ場

業の参ධ、ᢏ⾡ᑟධ増ຍなどが✚ᴟ的に行ࢃれるようになる。そうしてそのᅜの〈㔝⏘業の発展が㐍ࡴ。

そうなると現ᆅ調㐩は増え、日本౫Ꮡはそのᅜで調㐩できない部ရ・⣲ᮦが中心となる。アジア NIEs

で観察された日本౫Ꮡの低ୗがこれにあたる。他方、高ᗘな〇ရを生⏘する㝿に、特Ṧな⣲ᮦ調㐩のᚲ

要も多くなる。このため、自動㌴部ရや㟁子部ရの日本౫Ꮡが低ୗする一方で、㕲㗰の日本౫Ꮡは㏫に

高まった。しかし 2000年代ᚋ༙には、㕲㗰でもアジア NIEsやアセアンで日本౫Ꮡ低ୗが見られるよう

になった。ୡ⏺ἣの影響もあるが、㡑ᅜ㕲㗰⏘業などの発展の影響も↓どできないとᛮえる 。 

このようにアジアྛᅜの〈㔝⏘業発展が㢧ⴭになると、そのᅜで調㐩できない部ရ・⣲ᮦを、日本௨

外のアジア域内で調㐩するケースも増える。同ရ㉁のものが調㐩できたり、コストが安かったり、㍺㏦

㊥㞳が㏆かったり、あるいは業ᡓ␎の一環だったり、ᅜのᨻ策の影響だったり、ಶ々の要因は様々で

ある。1990年代௨㝆、こうした」ᒙ要因が、重ᒙ的にかつᗈ域的に㐍行した。その結果、アジアの㈠᫆

構造は大きくኚ化した。日、〈㔝⏘業分㔝での日本౫Ꮡは低ୗしつつも、未だ㢧ⴭにṧっている。一

方、新⯆ᅜのྎ㢌、他のඛ㐍ᅜのᏑᅾ感の高まり、などによりアジアの〈㔝⏘業分㔝での㈠᫆構造は多

ᴟ化しつつある。 

 

��� ⤒῭ኚືࡢᙳ㡪 
⤒῭ኚ動があった時ᮇと、その時ᮇおよࡧそれ௨ᚋのྛ⏘業の㈠᫆ᦆ┈を௨ୗにまとめた。 

 

⾲㸲㸬⤒῭ኚ動の時ᮇと日本の〈㔝⏘業分㔝の㈠᫆ᦆ┈の影響 

 
アジア⤒῭通㈌༴機

(1997-98) 

ITバࣈルᔂቯ 

(2001) 

リー࣐ンࣙࢩックなど

(2007-2008) 

ᮾ日本大㟈⅏

㸦2011） 

㟁子 

部ရ 

アジア

NIEs 

98ᦆ┈ 18㸣減、㛗ᮇ影響大、

௨ᚋ日本౫Ꮡは低ୗഴ向に 

01 ᦆ┈ 24㸣減、一時的に

影響大 

08ᦆ┈ 12㸣減、09は 20㸣減、

影響大、日本౫Ꮡ大ᖜ低ୗ 

11ᦆ┈ 25㸣減、

影響大 

アセアン 
98ᦆ┈ 5㸣減、㛗ᮇ影響大、

௨ᚋ日本౫Ꮡは低ୗഴ向に 

01 ᦆ┈ 23㸣減、影響大、

௨ᚋ日本౫Ꮡ᭦に低ୗ大 

08ᦆ┈ 11㸣減、09は 27㸣減、

影響大、日本౫Ꮡ大ᖜ低ୗ 

11ᦆ┈ 27㸣減、

影響大 

中 ᅜ 98ᦆ┈ 19㸣増、影響なし 01ᦆ┈ 19㸣増、影響なし 
08ᦆ┈ 16㸣減、09は 17㸣減、

一時的に影響大 

11 ᦆ┈ 4㸣増、

影響なし 

自動㌴ 

部ရ 

アジア

NIEs 

98ᦆ┈ 8㸣減、影響あり、௨

๓から日本౫Ꮡ低ୗഴ向 

01 ᦆ┈ 19㸣減、一時的に

影響大 

08ᦆ┈ 25㸣減、09は 10㸣減、

影響大、日本౫Ꮡ大ᖜ低ୗ 

11ᦆ┈ 16㸣減、

影響あり 

アセアン 
98 ᦆ┈ 76㸣減、影響ᴟ大、

௨ᚋࡧ日本౫Ꮡᣑ大 
01ᦆ┈ 2㸣減、影響軽ᚤ 

09 ᦆ┈ 16㸣減、一時的に影

響あり 

11 ᦆ┈ 3㸣減、

影響軽ᚤ 

中 ᅜ 
98ᦆ┈ 8㸣減、この時ᮇはま

だ日本౫Ꮡᑠ 
01ᦆ┈ 69㸣増、影響なし 09ᦆ┈ 34㸣増、影響なし 

11 ᦆ┈ 8㸣減、

影響あり 

㕲㗰 

アジア

NIEs 

98 ᦆ┈ 22㸣減、一時的に影

響大 

01ᦆ┈ 5㸣減、一時的にや

や影響あり 

09 ᦆ┈ 35㸣減、一時的に影

響ᴟ大 

11ᦆ┈ 21㸣減、

影響大 

アセアン 
98 ᦆ┈ 30㸣減、一時的に影

響大 
01ᦆ┈ 1㸣増、影響なし 

09 ᦆ┈ 45㸣減、一時的に影

響ᴟ大 

11 ᦆ┈ 3㸣増、

影響なし 

中 ᅜ 98ᦆ┈ 10㸣増、影響なし 01ᦆ┈ 25㸣増、影響なし 09ᦆ┈ 7㸣減、的影響あり 
11ᦆ┈ 16㸣減、

影響あり 

ฟᡤ㸸➹⪅సᡂ 

 
ㅰ㎡㸸本分析にあたっては科研費基┙㸦A）㸪法ᨻ大学ࢧスティࣅࢼリティ研究ᩍ⫱機構のຓᡂを得た㸬 

 

࠙ཧ⪃ᩥ⊩ࠚ ᅜ連㈠᫆⤫計データ࣋ース (UN comtrade, http://comtrade.un.org/, 最⤊参↷日 2012/07/25)、㈈務┬㈠᫆⤫計

㸦http://www.customs.go.jp/toukei/, 最⤊参↷日 2012/07/11)、㤿場ᩄᖾ(2005) 『アジアの〈㔝⏘業』白᱈書ᡣ 
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自動㌴⏘業のリスクとࢧプライチ࢙ーン・࣐ネジ࣓ント 

 

 
 （┬中ᮧ ྜྷ明㸦⤒῭⏘業ۑ

 

 
㸯. はじめに 
 
 ᖹᡂ 23 年 3 ᭶ 11 日のᮾ日本大㟈⅏は、ὠἼや、⚟ᓥ➨一原子ຊ発㟁ᡤの事ᨾをㄏ発し、」合的・㛗

ᮇ的で、かつ大つᶍな被ᐖをもたらした。 
 ⤒῭㠃でいえは、ᮾや関ᮾᆅ域は、部ရ・⣲ᮦ⏘業の集✚ᆅ域だったため、日本の〇造業はᙉい

ックを受けた。┤᥋被⅏した業はいうまでもなく、ᙜヱᆅ域から部ရ・⣲ᮦの調㐩を行っているࣙࢩ

業も大きな影響を受け、生⏘調ᩚが可㑊の状ἣとなった。 
現ᅾ、被⅏を受けた工場は、ࡰ通ᖖ✌動にᡠっているが、ᅇの生⏘調ᩚはࢧプライチ࢙ーンのあ

り方に一石をᢞじることとなった。 
 
㸰. リーン生⏘方ᘧの༴うさ 
 
 ᅇの生⏘調ᩚは、原料から部ရをసり、それを⤌ࡳ合ࢃせて〇ရを生⏘し、⣡ධするまでの一連の

プロセスであるࢧプライチ࢙ーンに原因がある。 
 自動㌴は、1 ྎᙜたり 2 㹼3 Ⅼの部ရ・⣲ᮦから構ᡂされている。この部ရ・⣲ᮦのどれ 1 つが

Ḟけても、ᡂ㌴はできない。一方で、自動㌴はᅜ㝿➇தにさらされている㈈であり、コストをいかに

ୗࡆて価᱁➇தຊを得るかが重要となる。そのため、ᴟຊᅾᗜを持たないジャスト・イン・タイ࣒や、

「系ิ」とࡤれる༠ຊ業をᴟຊ減らして、関ಀ性よりも価᱁重どで安い部ရ・⣲ᮦを大㔞に仕ධれ

るഴ向がᙉくなってきた。このような方ᘧは、リーン生⏘として㈹㈶されていたが、ᅇのような⅏ᐖ

をど㔝にධれると、ヰは別である。安く大㔞に仕ධれていた部ရ・⣲ᮦを安定的に確保できなけれࡤ、

㔞⏘が㞴しくなり、工場の᧯業も続けられなくなってしまうからである。 
特に、ᅇ被⅏したᮾ・関ᮾᆅ域は、部ရ・⣲ᮦの中でも重要なものをసっているところが多か

った。 
えࡤ、自動㌴ⷧᯈを生⏘する住金属工業の㮵ᓥ〇㕲ᡤ㸦䭉ᇛ┴㮵ᔱᕷ）の被⅏は、自動㌴生⏘に

大きな影響を与えた。この〇㕲ᡤは、本᱁的な生⏘㛤に時間を要したため、新日本〇㚩のྡ古ᒇ〇㕲

ᡤ㸦ឡ知┴ᮾᾏᕷ）から一部౪給を受け、その影響を減じるດຊをした㸦ࡕなࡳに住金属と新日本〇

㚩は合ేすることで合意している）。 
また、エンジンไᚚなどに用いる㟁子ไᚚࣘࢽット㸦ECU）を࣍ンࢲに౪給しているケーࣄンは、ゅ

田➨一工場、ゅ田➨二工場、ゅ田➨୕工場㸦いずれも、ᐑᇛ┴ゅ田ᕷ）等が被⅏したものの、ᦆയの⛬

ᗘがᑠさく、〇造タഛもࡰᪧした。しかし同社に部ရを⣡める業がὠἼによるᾐỈで被ᐖを受け

たため、一時、通ᖖ᧯業に十分な部ရがධっていない状ἣに㝗った。 
 
㸱㸬 ࢧプライチ࢙ーンのᪧの基本的な考え方 
 
ーンの構築は、最⤊〇ရを౪給する大業が主にᢪえるၥ題である。ᑗ来的には、⅏ᐖ࢙プライチࢧ 

のリスクを軽減するため、すての部ရ・⣲ᮦについて代᭰౪給యไをసっておくのが理であるが、

コストが高くなりすぎて、価᱁➇தຊがなくなってしまう。他方、現状のయไではၥ題が大きい。 
結論からゝえࡤ、日本業は、日本での生⏘はᅜ内消費分に㝈り、ᾏ外に〇ရを展㛤する㝿には、日

本からの㍺出を主流とせず、その消費ᅜで生⏘するというᅜࡈとの「ᆅ⏘ᆅ消」をさらに㐍めるきで

ある。それは、日本と同Ỉ‽の〇ရを、㛤発・タ計のẁ㝵から〇సまで行えるᣐⅬをྛᅜの消費ᆅでస

ることを意する。その結果、ᅜ内のᣐⅬが被⅏したとしても、他のᾏ外ᣐⅬでそれを⿵することが

可能となり、リスク・࣊ッジになるのである。えࡤ、༙ᑟయの主要部㈈であるࢩリコンウࣁ࢙でୡ⏺

生⏘࢙ࢩアの 2 を༨めるಙ㉺化学工業の子会社である白Ἑ工場㸦⚟ᓥ┴す㒓ᮧ）が、ᅇ被⅏した。
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その結果、ᅜ内にとどまらず、㡑ᅜやྎ‴などの༙ᑟయ生⏘工場の᧯業にも大きな影響を与えた。௬に、

ᅜࡈとに「ᆅ⏘ᆅ消」を㐍めていたら、少なくとも、ᾏ外の᧯業には࣓ࢲージを与えなかったことにな

る。 
このような重要部ရは、1 社だけから౪給を受けていると、その会社が被⅏したときに、その〇ရを

用している大業の生⏘全యが大ᡴᧁを受ける。ただ、ᅜ内で」ᩘの生⏘ᣐⅬがあると、生⏘コスト

が高くなり、➇தຊがなくなってしまう。そこで、⅏ᐖ発生時には、ᾏ外から重要部ရを調㐩できるよ

うなయไを構築すきである。ただし、ᡓ␎上、ᅜ内ᣐⅬもᾏ外ᣐⅬも同一ᅜ内資本が過༙を出資する

業であることが望ましい。これは、日本業の࢞バࢼンスのもとでᢏ⾡を⟶理し、日本〇ရの➇தຊ

を確保するためである。 
一方、ỗ用部ရに関しては、≀流コスト等が安いྛᅜのᣐⅬで、๓ᥦ᮲件なしで、重要部ရ௨上に「ᆅ

⏘ᆅ消」をするのが㐺ษである。ỗ用部ရは、⅏ᐖ時には、ᅜ内外の他ᆅ域から仕ධれれࡤよい。ຍえ

てリスク・࣊ッジを高めるために、業を㉸えたᶆ‽化をいっそう᥎㐍すきである。 
グローバルな౪給యไをᩚえる一方で、日本ᅜ内のᣐⅬにᮇᚅされるのは、ᅜ内工場の重要部ရの

安定౪給にຍえ、重要部ရを㛤発し、ᢏ⾡✚を高めるとともに、࣐ザー工場として、新ᢏ⾡の研究か

らၟရ化までの㛤発、タ計、そして生⏘、部ရの調㐩、ᚑ業ဨのᩍ⫱、ရ㉁保ドなどの、㛗いプロセス

を保持することである。ᅜ内工場を࣐ザー工場にする理⏤は、ୡ⏺ᕷ場の➇த᮲件はᖖにኚ化している

ため、そこで➇தඃを保つには、ᖖに新しいイノ࣋ーࣙࢩンを㉳こすᚲ要があるからである。 
このように見てくると、ࢧプライチ࢙ーンは、大業の業ᡓ␎そのものである。それは、ᑗ来㉳こ

りうる「⅏ᐖの被ᐖ⥲㢠」から「⅏ᐖ対策によるコスト増」をᕪしᘬき、それがプラスか࣐イࢼスかで、

そのࢧプライチ࢙ーン対策を行うかどうかをỴめることでもある。 
その㝿、対象とするᮇ間をどうタ定するかが重要な論Ⅼとなる。分ᩓ発ὀや、ジャスト・イン・タイ

ーン対策が充ᐇし、中㛗࢙プライチࢧ、の⦆等の「⅏ᐖ対策によるコスト増」が大きくなることは࣒

ᮇ的な⅏ᐖのリスク・࣊ッジとなるかもしれないが、その㠃、短ᮇ的には価᱁➇தຊがなくなること

になる。したがって、短ᮇ的に日本〇ရの➇தຊを高めるため、ᚲ要௨上に、中㛗ᮇ的に㉳こりうる⅏

ᐖを考慮にධれるきではないと考える。 
 

組❧ᕤ場

㔜せ㒊ရA ’㔜せ㒊ရA

呎
呎
呎
呎
呎
呎
呎
呎
呎
呎
呎
呎
呎
呎
呎
呎
呎
呎
呎
呎
呎
呎
呎
呎
呎
呎

組❧ᕤ場

୰㉺Ἀᆅ㟈以㝆୰㉺Ἀᆅ㟈以๓

ᅗ１ 新₲୰㉺Ἀᆅ㟈以㝆の䝃プライチ䜵ーンᨵ㠉

㔜せ㒊ရA 㔜せ㒊ရA 㔜せ㒊ရA ’

㔜せ㒊ရB

ྠ୍ᴗから調達

௦᭰ྍ⬟

た䛰し、㔜せ㒊ရA とA ’ の㒊ရ調達ඛをみると
ྠ୍ᴗから㔜せ㒊ရB を調達している䚹した
が䛳て㔜せ㒊ရB をస䛳ているᴗが⿕⅏䛩る
と㔜せ㒊ရA とA ’ に調達を分ᩓした䛣とがព
をなさなくなる䚹

 
ここで参考になるのは、2007 年の中㉺Ἀᆅ㟈௨㝆のࢧプライチ࢙ーンの対ᛂである。ᙜ時、自動

㌴ྛ社は、「ࣆストンリング」の౪給を一手に౫㢗していたリケンの被⅏により大きな影響を受けたた

め、それ௨㝆、重要部ရをᅜ内の」ᩘ社に発ὀすることを原๎とした。ある⛬ᗘコストをかけて、重要

部ရのリスク・࣊ッジを行ったのである。ただ、ᅇの大㟈⅏では、それはうまく機能しなかった。そ
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その結果、ᅜ内にとどまらず、㡑ᅜやྎ‴などの༙ᑟయ生⏘工場の᧯業にも大きな影響を与えた。௬に、

ᅜࡈとに「ᆅ⏘ᆅ消」を㐍めていたら、少なくとも、ᾏ外の᧯業には࣓ࢲージを与えなかったことにな

る。 
このような重要部ရは、1 社だけから౪給を受けていると、その会社が被⅏したときに、その〇ရを

用している大業の生⏘全యが大ᡴᧁを受ける。ただ、ᅜ内で」ᩘの生⏘ᣐⅬがあると、生⏘コスト

が高くなり、➇தຊがなくなってしまう。そこで、⅏ᐖ発生時には、ᾏ外から重要部ရを調㐩できるよ

うなయไを構築すきである。ただし、ᡓ␎上、ᅜ内ᣐⅬもᾏ外ᣐⅬも同一ᅜ内資本が過༙を出資する

業であることが望ましい。これは、日本業の࢞バࢼンスのもとでᢏ⾡を⟶理し、日本〇ရの➇தຊ

を確保するためである。 
一方、ỗ用部ရに関しては、≀流コスト等が安いྛᅜのᣐⅬで、๓ᥦ᮲件なしで、重要部ရ௨上に「ᆅ

⏘ᆅ消」をするのが㐺ษである。ỗ用部ရは、⅏ᐖ時には、ᅜ内外の他ᆅ域から仕ධれれࡤよい。ຍえ

てリスク・࣊ッジを高めるために、業を㉸えたᶆ‽化をいっそう᥎㐍すきである。 
グローバルな౪給యไをᩚえる一方で、日本ᅜ内のᣐⅬにᮇᚅされるのは、ᅜ内工場の重要部ရの

安定౪給にຍえ、重要部ရを㛤発し、ᢏ⾡✚を高めるとともに、࣐ザー工場として、新ᢏ⾡の研究か

らၟရ化までの㛤発、タ計、そして生⏘、部ရの調㐩、ᚑ業ဨのᩍ⫱、ရ㉁保ドなどの、㛗いプロセス

を保持することである。ᅜ内工場を࣐ザー工場にする理⏤は、ୡ⏺ᕷ場の➇த᮲件はᖖにኚ化している

ため、そこで➇தඃを保つには、ᖖに新しいイノ࣋ーࣙࢩンを㉳こすᚲ要があるからである。 
このように見てくると、ࢧプライチ࢙ーンは、大業の業ᡓ␎そのものである。それは、ᑗ来㉳こ

りうる「⅏ᐖの被ᐖ⥲㢠」から「⅏ᐖ対策によるコスト増」をᕪしᘬき、それがプラスか࣐イࢼスかで、

そのࢧプライチ࢙ーン対策を行うかどうかをỴめることでもある。 
その㝿、対象とするᮇ間をどうタ定するかが重要な論Ⅼとなる。分ᩓ発ὀや、ジャスト・イン・タイ

ーン対策が充ᐇし、中㛗࢙プライチࢧ、の⦆等の「⅏ᐖ対策によるコスト増」が大きくなることは࣒

ᮇ的な⅏ᐖのリスク・࣊ッジとなるかもしれないが、その㠃、短ᮇ的には価᱁➇தຊがなくなること

になる。したがって、短ᮇ的に日本〇ရの➇தຊを高めるため、ᚲ要௨上に、中㛗ᮇ的に㉳こりうる⅏

ᐖを考慮にධれるきではないと考える。 
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ここで参考になるのは、2007 年の中㉺Ἀᆅ㟈௨㝆のࢧプライチ࢙ーンの対ᛂである。ᙜ時、自動

㌴ྛ社は、「ࣆストンリング」の౪給を一手に౫㢗していたリケンの被⅏により大きな影響を受けたた

め、それ௨㝆、重要部ရをᅜ内の」ᩘ社に発ὀすることを原๎とした。ある⛬ᗘコストをかけて、重要

部ရのリスク・࣊ッジを行ったのである。ただ、ᅇの大㟈⅏では、それはうまく機能しなかった。そ

の理⏤は、重要部ရをᅜ内の」ᩘ社に発ὀしても、その重要部ရを構ᡂするそのさらなる部ရや⣲ᮦが、

同じ業から調㐩されていたからである㸦ᅗ㸯）。ここから得られるインプリケーࣙࢩンは、ᅜ内の生

⏘ᣐⅬでは、重要部ရであるど、ཝᐦな意で、「調㐩の多様化」はᅔ㞴であるということである。

たとえ多様化できたとしても、コストがかかりすぎて➇தຊがなくなってしまうのである㸦ඛどのᘬ

き⟬の࣐イࢼスが大きくなってしまう）。 
 
ᅇの大㟈⅏をዎ機に、ᅜ内の重要部ရ工場が被⅏にഛえ、ᾏ外からの調㐩を考えるか、ᅜ内での

⎍なリスク・࣊ッジを考えている大業が増えつつあるが、それは原Ⅼにᖐって⇍考するᚲ要がある。

⅏ᐖ対ᛂという観Ⅼであれࡤ、ある⛬ᗘの᧯業Ṇはぬᝅのうえで、一定ᮇ間のᚋにᚲず᧯業ができる

ようなᡓ␎をྲྀるきである。もࡕろࢇ一方で、日本の➇தຊの源Ἠとなるコアᢏ⾡であれࡤ、ᢏ⾡の

安全保㞀の観Ⅼから、コストをある⛬ᗘᗘ外どしたᅜ内ᣐⅬの」ᩘ化は意のあるものとなろう。 
 
他方、日本の大業にとっては、ᚋ、重要部ရのࡳならず、ỗ用部ရの調㐩もྵめ、㠀ᖖ時の行動

指㔪を定めた BCP㸦事業⥅続計画: Business Continuity Plan）を策定することが、まで௨上にᚲ要

となってくる。 
もࡕろࢇ、BCP は、ᾏ外では一⯡的となってきており、日本でも㤳㒔┤ୗᆺᆅ㟈やᮾᾏ・ᮾ༡ᾏᆅ㟈

などの大⅏ᐖに対ᛂした BCP を策定する業も増えてきている。ただ、BCP は策定したらそれでおし

まいというものではなく、いざというときにそれをᐇ㊶するためのカ⦎がᚲ要可Ḟである。えࡤ、

ᅇの大㟈⅏でデスクトップ PC を生⏘するᐩኈ通のグループ会社の工場㸦⚟ᓥ┴ᡤᅾ）が被⅏したが、

10 日のうࡕにᓥ᰿┴のグループ会社で、その生⏘を㛤した。これは、グループ会社をྵめ年間 200
ᅇ௨上行ったカ⦎の㈷≀であった。ࡕなࡳに、このカ⦎は事๓にᥦ♧されたࢼࢩリ࢜に基づいて行うも

のではなく、時々้々と新たな事象が発生し、それに対する対ᛂがồめられるᐇ㊶的なものとなってい

る。 
 
㸲. ᅜによるࢧプライチ࢙ーンᨭのᚲ要性 
 
 ᮾ日本大㟈⅏で、自動㌴をไᚚする࣐イコンでୡ⏺࢙ࢩア 3 をᥱる最大手のルネࢧス・エレクトロ

ーン上重要な生⏘ᣐⅬ࢙プライチࢧなかᕷ）が被⅏した。このようなࡕたࡦクスの䭉ᇛ・㑣⌃工場㸦ࢽ

のᪧにᅜがᨭを行うかྰかは大きな論Ⅼとなる。 
 ルネࢧス・エレクトロࢽクスのようなキャッࣇ・ࣗࢩローが豊ᐩで、関ಀ業の༠ຊが得やすく、᪩

ᮇに建が可能な大業は、ᅜのຊをりずに自ຊでᪧした方がいいとᛮࢃれる㸦ᐇ㝿、ルネࢧス・

エレクトロࢽクスは、ᅜのຊをりずに、ྲྀᘬ業等の༠ຊを得てᪧした）。ᅜのᨭをᚅつことに

より、ᪧが㐜れるᜍれがあったからである。 
一方で、ᕷ場༨᭷⋡の高い重要部ရをసっている中ሀ・中ᑠ࣓ーカーについては、全に自ຊで対ᛂ

できない。キャッࣇ・ࣗࢩローが十分でなく、ᪧに時間がかかる可能性があるため、ᅜがఱらかのᙧ

で⥭ᛴにᨭするᚲ要があると考える。 
そうしない場合、中ᅜや㡑ᅜなどの新⯆ᅜ࣓ーカーにྲྀって代ࢃられ、重要部ရのᅜ内生⏘のᏑ続を

㜼ᐖするᜍれがある。新⯆ᅜ࣓ーカーの౪給部ရは日本〇にẚて‶足なものである可能性が高いが、

時を⤒るにつれてᡂᗘが高まり、┿の代᭰ရとなる可能性があるからである。 
 
㸳. ⏘業集✚の影響 
 
 最ᚋに、「༴機⟶理」という観Ⅼで、部ရ・⣲ᮦをసる⏘業集✚ᆅ域の対ฎの方策を考える。基本

的には、༴機⟶理のいかࢇにかかࢃらず、ᆅ域の生きṧりのため、大業主ᑟのࢧプライチ࢙ーン対策

とは↓関ಀに、࢜ンリーワンの集✚ᆅ域を目指すきである。 
そのᆅ域では、他には代᭰のきかない、ඃれた部ရ・⣲ᮦ、一部ᡂရを㛤発・生⏘することがレࢰ

ン・デートルとなる。したがって、๓㏙の大業のᡓ␎㸦ୡ⏺つᶍで重要部ရの調㐩分ᩓ化する）とは

↓関ಀに、ᅜ内外で代᭰可能な࢜ンリーワンの部ရ・⣲ᮦ等の㛤発・生⏘を目指すきである㸦ᅗ㸰）。 
௬に、被⅏したᆅ域での生⏘をあきらめ、生⏘ᣐⅬを他ᆅ域に⛣した場合、ᢏ⾡的なノウࣁウ等が一

ᗘษれてしまうので、生⏘状態をもとにᡠすことが㞴しいというၥ題もある。 
大業は、大㟈⅏などが生じた場合、まずࢧプライチ࢙ーンの確保に㉮るだろう。その㝿、大業が
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最も重どするのは、重要部ရの౪給ඖだった⏘業集✚のᪧや、ᆅ域の生ではなく、安定的に重要部

ရを౪給してくれる代᭰業を᥈すことや、一日でも᪩い生⏘の㛤である。 
ᆅ域生の観Ⅼから考えれࡤ、短ᮇ的に、ᅜは、大業のࢧプライチ࢙ーンにධっている⏘業集✚の

ᪧや、被⅏ᆅ域の大業の生⏘の㛤を最ඃඛに考えるきである。最㏆、「ᶓㄳけ」で他ᆅ域の他

業に仕事をㄳけ負ࢃせたり、大業が部ရ業の金ᆺをྲྀりᐤせて、大業がその業の仕事を⫪代

 。りするケースが見受けられるが、それでは⏘業集✚ᆅ域のᚋの発展に一の安を感じてしまうࢃ
一定ᮇ間、౪給をᑍ᩿されたᚋに、被⅏業がᪧしたとしても、௨๓の仕事を得られるかどうかが

ࢃしい。特に、重要部ရの代᭰౪給ඖが、๓㏙のような中ᅜや㡑ᅜなどの新⯆ᅜ࣓ーカーだったとす

れࡤなおさらである。 
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大業のࢧプライチ࢙ーンは活したが、ᆅ域の⏘業集✚を構ᡂする業の発ὀがなくなった、と

いうことにならないよう、配慮がᚲ要である。ᆅ域の生を考えるのならࡤ、まず、ᨻᗓは、大業の

⏘。きであるーンのなかに⨨づけられている⏘業集✚を構ᡂする業を中心にᨭす࢙プライチࢧ

業集✚を構ᡂする業が生⏘する部ရは、大業が確ᐇに㉎ධしてくれる然性が高く、ᙜヱ業の

┈やᆅ域の㞠用の⥔持、増ຍにもᐤ与するからである。 




